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守
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『
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
政
治
思
想
』

　
　
　
ー
「
普
遍
的
一
致
」
に
関
連
し
て
ー

近
年
、
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
思
想
家
ニ
コ
ラ
ス
・
ク
ザ
ー
ヌ
ス
に
関
す
る
研
究



は
様
々
の
分
野
で
盛
ん
に
な
さ
れ
て
い
る
が
、
政
治
学
の
分
野
で
は
、
わ
ず
か

に
本
書
と
型
ω
蒔
筥
仁
民
”
　
Z
ざ
ぎ
一
器
9
0
β
鋸
導
α
竃
Φ
2
薯
巴
勺
〇
一
三
。
巴

磨
ざ
q
晩
算
（
缶
弩
養
旨
q
巳
＜
。
牢
霧
p
お
8
）
の
み
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、

こ
の
著
書
は
ク
ザ
ー
ヌ
ス
研
究
に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
り
、
且
つ
本
書
に

対
す
る
欧
米
学
者
の
評
価
は
高
い
。

　
著
者
は
一
九
二
六
年
（
大
正
一
五
年
）
山
形
市
に
生
れ
、
一
九
四
八
年
に
東

大
法
学
部
を
卒
業
、
明
治
学
院
に
奉
職
し
つ
つ
五
一
年
に
東
大
大
学
院
を
終
了

L
た
。
五
〇
年
か
ら
六
一
年
に
か
け
て
プ
リ
ン
ス
ト
ン
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
両
大
学

院
で
学
び
、
六
一
年
に
℃
7
U
を
取
得
さ
れ
た
。
現
在
、
ロ
ン
グ
・
ア
イ
ラ

ソ
ド
大
学
の
政
治
学
・
歴
史
学
の
准
教
授
（
器
の
8
糞
Φ
箕
亀
婁
自
）
と
し
て
学

問
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
る
。

　
我
々
は
こ
の
著
書
を
読
む
に
際
し
、
次
の
二
つ
を
念
頭
に
お
く
べ
ぎ
で
あ
る
。

そ
の
第
一
は
、
人
文
主
義
者
と
し
て
の
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
方
法
論
的
特
徴
で
あ
る
。

彼
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
・
形
而
上
的
命
題
に
の
み
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
歴
史

的
資
料
、
原
典
を
検
討
し
て
、
公
会
議
優
位
論
を
実
証
し
、
「
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ

ヌ
ス
の
寄
進
状
」
を
偽
造
と
断
定
し
、
「
帝
国
の
移
譲
」
（
導
弩
監
ぎ
ぎ
冨
註
）

に
お
け
る
ロ
ー
マ
教
皇
の
介
在
を
歴
史
的
根
拠
無
し
と
判
定
し
た
。
彼
は
実
証

的
で
あ
つ
た
。

　
第
二
に
、
薯
者
は
、
宗
教
改
革
の
先
駆
老
と
い
わ
れ
て
い
る
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の

「
改
革
性
」
を
過
大
評
価
す
る
こ
と
な
く
、
彼
の
思
想
の
根
底
が
中
世
的
で
あ

る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
「
近
代
性
」
を
示
す

と
い
わ
れ
て
い
る
同
意
理
念
、
代
表
理
念
は
中
世
的
特
質
を
有
す
る
も
の
で
あ

　
　
　
紹
介
と
批
評

り
、
又
彼
は
、
他
の
公
会
議
主
義
者
と
同
様
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ヅ
ク
教
会
の
体

制
そ
の
も
の
を
変
革
す
る
意
図
は
有
さ
ず
、
そ
の
体
制
が
有
し
た
か
つ
て
の
統

一
、
権
威
の
回
復
を
志
向
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
ク
ザ
：
ヌ

ス
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、
神
聖
・
ー
マ
帝
国
に
改
革
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
深

く
認
識
し
た
の
で
あ
つ
た
。
こ
の
観
点
に
立
つ
て
、
著
者
は
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の

「
革
新
性
」
と
「
保
守
性
」
を
軸
と
し
て
彼
の
思
想
の
両
極
的
要
素
を
浮
彫
り

に
し
、
こ
の
両
要
素
を
如
何
に
彼
が
調
整
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
目
次
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
｝
章
・
歴
史
的
背
景

　
第
二
章
・
政
治
権
威
の
正
当
化

　
第
三
章
・
教
会
の
概
念

　
第
四
章
・
帝
国
の
概
念

　
第
五
章
・
教
会
と
国
家
の
関
係

　
第
六
章
・
結
論

　
ク
ザ
ー
ヌ
ス
に
限
ら
ず
、
広
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
思
想
に
と
つ
て
教
会
と
国

家
の
関
係
は
本
質
的
問
題
で
あ
る
が
、
本
書
は
、
目
次
に
表
記
さ
れ
て
い
る
通

り
根
本
的
に
は
こ
の
問
題
を
主
眼
と
す
る
。
そ
し
て
著
者
は
、
カ
ノ
ソ
法
が
中

世
政
治
思
想
に
与
え
た
影
響
の
重
大
性
を
念
頭
に
お
き
つ
つ
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の

政
治
思
想
を
究
明
L
て
い
く
の
で
あ
る
。

〔
政
治
権
威
の
正
当
化
〕
　
中
世
カ
ト
リ
ッ
ク
政
治
思
想
の
中
に
、
政
治
権
威

の
自
然
的
・
理
性
的
基
礎
を
主
張
し
た
ト
マ
ス
政
治
思
想
が
存
在
し
た
こ
と
は

周
知
の
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
著
者
は
、
そ
れ
と
共
に
別
の
思
潮
が
継
続
的
に

存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
し
、
こ
の
思
潮
を
ク
ザ
ー
ヌ
ス
政
治
思
想
の
究
明
を
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七
　
　
（
八
三
七
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

し
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
思
潮
と
は
、
政
治
的
・
社
会
的
制
度
を

コ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
、
人
間
の
真
の
本
性
と
は
異
質
的
な
も
の
と
み

な
し
た
ス
ト
ア
的
・
教
父
的
国
家
観
で
あ
る
。
ク
ザ
ー
ヌ
ス
は
、
マ
ル
シ
リ
ウ

ス
を
通
じ
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
政
治
哲
学
に
部
分
的
に
影
響
さ
れ
て
い
る
と

は
い
え
、
彼
の
政
治
思
想
は
、
そ
の
哲
学
が
プ
ラ
ト
ー
ソ
哲
学
に
基
礎
を
置
い

て
い
る
の
と
同
様
に
、
反
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
的
、
ス
ト
ア
的
、
教
父
的
政
治

思
想
の
影
響
下
に
あ
つ
た
（
四
五
頁
）
。

　
ク
ザ
ー
ヌ
ス
に
よ
れ
ば
、
人
間
は
全
て
生
ま
れ
な
が
ら
自
由
・
平
等
で
あ

り
、
各
人
は
自
ら
の
同
意
無
く
し
て
統
治
に
服
す
べ
ぎ
で
な
い
。
政
府
は
臣
下

の
同
意
に
そ
の
存
在
の
基
盤
を
お
き
、
全
て
の
権
威
は
臣
下
の
普
遍
的
一
致
か

ら
導
き
出
さ
れ
る
と
き
、
神
的
と
承
認
さ
れ
る
。
こ
の
同
意
理
念
は
ク
ザ
ー
ヌ

ス
の
政
治
原
理
の
根
本
で
あ
り
、
且
つ
こ
の
理
念
は
、
聖
霊
が
調
和
的
一
致
を

創
り
出
す
と
主
張
す
る
神
学
的
観
念
を
基
礎
と
す
る
。
著
者
は
ク
ザ
ー
ヌ
ス
政

治
思
想
の
解
明
に
あ
た
り
、
し
ば
し
ば
神
学
的
基
礎
に
ま
で
究
明
の
光
を
あ
て

る
が
、
神
学
的
知
識
に
無
縁
な
我
々
と
い
え
ど
も
こ
の
点
に
十
分
注
意
を
払
う

必
要
が
あ
る
．

　
一
方
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
は
マ
ル
シ
リ
ウ
ス
の
「
平
和
の
擁
護
者
」
か
ら
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ー
ス
の
所
説
を
引
用
し
つ
つ
（
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
理
解

は
、
少
く
と
も
「
普
遍
的
一
致
」
の
書
か
れ
た
当
時
は
間
接
的
資
料
に
よ
る
に
過
ぎ

な
い
）
人
間
の
本
性
的
政
治
性
、
及
び
人
間
制
度
の
自
然
的
基
礎
を
承
認
す

る
。
こ
の
発
想
よ
り
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
は
人
間
能
力
の
優
劣
に
基
づ
く
人
問
不
平

等
性
を
演
繹
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
め

　
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
政
治
権
威
観
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
論
が
そ
の
要
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
　
　
　
（
八
三
八
）

政
治
的
支
配
者
は
キ
リ
ス
ト
を
モ
デ
ル
と
す
べ
ぎ
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
が
神
と

人
間
と
の
二
つ
の
属
性
を
有
す
る
如
く
、
政
治
権
力
も
神
的
・
人
間
的
源
泉
を

有
す
る
（
四
五
頁
）
6
ク
ザ
ー
ヌ
ス
に
よ
れ
ば
、
秩
序
あ
る
真
の
権
力
は
究
極
的

に
は
神
か
ら
由
来
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
政
治
権
威
の
確
立
に

人
問
的
参
与
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
意
味
せ
ず
、
権
力
は
全
て
の
人
々
の
全
体

的
同
意
の
上
に
樹
立
さ
れ
る
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
即
ち
、
権
力
は
原
理
的

に
は
神
か
ら
（
”
U
8
）
派
生
し
．
直
接
的
に
は
人
間
に
よ
つ
て
（
冨
吋
ぎ
巨
壼
・
）

つ
く
ら
れ
る
。

　
著
者
は
同
意
理
論
に
お
け
る
カ
ノ
ン
法
的
源
泉
を
考
察
し
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の

思
考
の
中
で
、
司
教
参
事
会
に
お
け
る
司
教
選
挙
の
原
則
が
重
要
な
位
置
を
占

め
て
い
る
と
判
断
す
る
（
四
六
頁
）
。

　
一
般
的
に
中
世
に
お
い
て
は
、
権
利
を
有
す
る
人
々
の
同
意
な
し
に
一
方
的

に
法
の
変
更
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
つ
た
。
そ
し
て
教
会
に
お
け
る
伝
統
と

制
度
は
そ
の
君
主
制
的
傾
向
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
制
定
へ
の
人
民
参
与
の
気

運
を
助
成
し
た
。
こ
の
立
法
に
お
け
る
人
民
参
与
の
理
念
に
対
し
て
、
慣
習
法

の
尊
重
と
共
に
ロ
ー
マ
法
的
・
カ
ノ
ン
法
的
格
率
－
全
て
の
人
が
関
与
す
る

事
項
は
全
て
の
人
に
よ
つ
て
賛
伺
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
（
曾
a
§
葛
・
霊
凝
芦

菩
§
巳
げ
彦
碧
實
。
冨
ε
帰
）
1
が
強
く
影
響
し
た
．

　
前
述
の
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
同
意
理
念
は
彼
の
法
思
想
に
も
適
用
さ
れ
る
。
カ
ノ

ン
法
は
、
権
威
を
有
す
る
一
人
の
人
間
に
よ
つ
て
布
告
さ
れ
た
か
ら
で
な
く
し

て
、
他
の
多
く
の
人
々
の
助
言
と
同
意
に
よ
つ
て
賛
同
さ
れ
た
故
に
成
立
す
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
法
規
の
拘
束
力
は
そ
の
使
用
と
受
容
に
よ
つ
て
表
明
さ
れ

る
同
意
に
依
拠
す
る
。
理
論
と
し
て
は
、
全
て
の
法
は
法
に
拘
束
さ
れ
る
全
て



の
人
の
同
意
に
基
礎
を
お
く
。
し
か
し
、
正
し
い
法
を
選
択
す
る
者
は
生
れ
な

が
ら
賢
明
・
優
秀
な
人
間
で
あ
る
．
秀
で
た
人
の
支
配
は
力
に
よ
つ
て
生
じ
た

の
で
は
な
く
し
て
．
無
知
な
人
々
の
同
意
に
よ
る
。
こ
の
無
知
な
被
治
者
は
、

智
者
に
よ
つ
て
創
ら
れ
公
布
さ
れ
た
法
に
よ
つ
て
治
め
ら
れ
る
こ
と
に
本
能
的

に
同
意
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
智
者
に
よ
る
立
法
・
支
配
な
る
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の

観
念
は
、
明
白
に
ギ
リ
シ
ア
思
想
殊
に
プ
ラ
ト
ー
ン
的
思
想
の
影
響
を
反
映
し

て
い
る
（
六
｝
頁
）
。

〔
公
会
議
の
権
威
〕
　
著
者
は
、
従
来
の
ク
ザ
！
ヌ
ス
政
治
思
想
研
究
が
彼
の

同
意
理
論
に
偏
よ
り
過
ぎ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
し
て
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
思

想
、
有
機
体
的
統
一
思
想
も
又
彼
の
思
想
的
支
柱
を
形
成
し
て
い
る
と
す
る

（
七
九
頁
）
。
ク
ザ
ー
ヌ
ス
に
よ
る
と
、
教
皇
或
い
は
そ
の
代
理
を
含
ま
な
い
会

議
は
公
会
議
た
り
え
ず
、
教
皇
の
権
威
な
く
し
て
公
会
議
は
正
式
に
認
め
ら
れ

な
い
。
し
か
し
一
旦
、
正
式
に
開
催
さ
れ
た
公
会
議
は
明
白
に
教
皇
よ
り
優
越

す
る
（
八
九
頁
）
．
彼
は
公
会
議
に
対
し
て
、
教
皇
に
よ
る
正
式
の
召
集
以
外
に

次
の
三
必
須
条
件
を
掲
げ
る
。
0
公
会
議
は
公
開
で
あ
つ
て
、
秘
密
会
で
あ
つ

て
は
な
ら
な
い
。
⇔
発
言
権
を
有
す
る
全
出
席
者
に
発
言
の
自
由
が
与
え
ら
れ

る
こ
と
。
㊧
公
会
議
は
調
和
的
結
論
で
終
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

が
、
平
和
裡
、
調
和
的
に
終
了
し
た
な
ら
ば
そ
の
決
議
は
不
可
謬
で
あ
る
。
何

故
な
ら
、
そ
の
調
和
的
決
議
（
一
致
）
は
聖
霊
に
示
唆
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

且
つ
キ
リ
ス
ト
の
名
の
下
に
集
合
し
た
者
た
ち
の
中
に
立
ち
給
う
キ
リ
ス
ト
に

よ
つ
て
創
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
不
可
謬
な
の
で
あ
る
．
こ
の
発
想
は
、

一
四
三
七
年
に
お
け
る
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
態
度
変
更
（
公
会
議
派
か
ら
教
皇
派
に

移
つ
た
こ
と
）
の
説
明
に
も
用
い
ら
れ
る
。

　
　
　
紹
介
と
批
評

　
多
様
性
の
中
に
お
け
る
調
和
と
統
一
を
探
求
す
る
ク
ザ
ー
ヌ
ス
は
、
聖
霊
の

導
き
の
下
で
の
同
意
を
主
張
し
た
。
し
か
し
、
バ
ー
ゼ
ル
公
会
議
は
不
和
と
混

乱
の
場
以
外
の
何
も
の
で
も
な
か
つ
た
。
そ
れ
故
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
目
か
ら
す

れ
ば
、
聖
霊
は
公
会
議
を
見
放
し
、
そ
こ
に
は
同
意
が
存
在
せ
ず
、
バ
ー
ゼ
ル

公
会
議
は
、
多
数
に
よ
つ
て
支
持
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
最
早
普
遍
的
教
会

を
代
表
し
て
い
る
と
は
い
え
な
か
つ
た
。
こ
の
情
況
を
観
察
し
た
ク
ザ
ー
ヌ
ス

が
公
会
議
を
離
れ
、
よ
り
効
果
的
に
調
和
と
統
一
を
も
た
ら
す
手
段
を
有
す
る

教
皇
側
に
志
向
し
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
つ
た
（
一
一
三
頁
）
。
た
だ
し
、
著

者
は
ク
ザ
ー
ヌ
ス
が
い
わ
ゆ
る
教
皇
主
義
者
で
は
な
か
つ
た
と
断
定
す
る
。
著

者
が
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
態
度
変
更
を
説
明
す
る
に
あ
た
り
、
彼
の
同
意
理
念
、
殊

に
そ
の
神
学
的
基
礎
か
ら
導
き
出
す
右
の
解
釈
は
極
め
て
説
得
的
で
あ
る
。

　
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
公
会
議
理
論
の
要
点
を
次
に
述
べ
る
。
e
公
会
議
は
司
教
全

体
の
集
会
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
け
る
決
議
権
、
立
法
権
は
司
教
に
帰
属
し
、
全

司
教
は
平
等
な
権
限
を
有
す
る
（
九
〇
頁
）
。
こ
こ
に
お
け
る
教
皇
は
、
他
の
司

教
に
対
す
る
首
位
権
を
除
い
て
如
何
な
る
特
権
も
所
有
し
な
い
。
⇔
公
会
議
は

普
遍
的
教
会
か
ら
参
集
し
た
人
々
の
会
議
で
あ
り
、
教
皇
一
人
よ
り
も
一
層
普

遍
的
教
会
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
そ
の
決
議
は
教
皇
一
人
で
な

さ
れ
た
も
の
よ
り
一
層
、
不
可
謬
性
に
富
む
も
の
で
あ
る
。
白
ク
ザ
ー
ヌ
ス

は
、
・
i
マ
司
教
の
地
位
（
器
号
鴇
零
§
一
富
）
と
そ
れ
を
占
め
る
人
間
自
身
を

区
別
し
、
前
者
は
不
可
謬
、
後
者
は
可
謬
で
あ
る
と
規
定
す
る
（
九
三
頁
）
．

〔
教
会
の
概
念
〕
　
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
教
会
概
念
は
現
代
の
そ
れ
よ
り
も
広
義
で

あ
る
。
教
会
と
は
宇
需
全
体
で
あ
り
、
生
き
た
統
一
体
で
あ
る
。
そ
し
て
又
、
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
ら

と
り
の
主
に
結
び
つ
い
た
共
同
体
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
は
全
被
造
物
の
頭
、
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
九
　
　
　
（
八
三
九
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

会
の
夫
で
あ
る
．
こ
の
教
会
は
理
性
的
な
聖
霊
と
キ
リ
ス
ト
に
階
層
的
に
連
ら

な
つ
て
い
る
人
々
に
よ
つ
て
構
成
さ
れ
る
。
そ
し
て
聖
職
者
階
級
に
は
二
重
の

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
存
在
す
る
。
e
秘
蹟
授
与
の
権
限
に
基
づ
い
た
サ
ク
ラ
メ
ン

タ
ル
な
ヒ
ニ
ラ
ル
キ
ー
で
あ
る
。
こ
の
権
限
に
関
す
る
限
り
、
全
司
教
は
平
等

で
あ
る
。
⇔
管
轄
権
に
基
づ
い
た
支
配
的
・
行
政
的
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
で
あ
る
。

こ
の
頂
点
に
教
皇
が
存
在
す
る
。
教
会
全
体
に
お
け
る
行
政
的
統
一
維
持
の
為

に
、
教
皇
へ
管
轄
的
優
越
権
が
与
え
ら
れ
る
。

　
ク
ザ
ー
ヌ
ス
に
よ
る
と
、
キ
リ
ス
ト
の
神
秘
体
と
し
て
の
普
遍
的
教
会
（
①
。
？

奮
㌶
q
巳
＜
①
毎
餌
蕊
）
は
特
定
の
場
所
に
結
び
つ
か
ず
、
且
つ
又
、
ロ
ー
マ
教
会

（
。
。
。
一
呈
暫
國
。
簿
曽
暴
）
は
単
な
る
ワ
ー
マ
司
教
区
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
彼
は
普

遍
的
教
会
と
「
ロ
ー
マ
教
会
」
を
区
別
し
た
．
し
か
し
、
こ
の
ロ
ー
マ
教
会
は

普
遍
的
教
会
と
の
比
較
で
は
単
な
る
一
地
方
教
会
で
あ
る
が
、
神
か
ら
特
別
の

権
限
が
授
与
さ
れ
、
事
実
と
し
て
は
普
遍
的
教
会
と
同
心
円
的
に
一
致
し
て
い

る
。
究
極
的
な
不
可
謬
的
権
威
は
普
遍
的
教
会
に
存
在
す
る
。
し
か
し
ク
ザ
ー

ヌ
ス
は
そ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
教
皇
の
・
！
マ
教
会
に
も
こ
の
不
可
謬
性
を

附
与
し
た
（
七
八
頁
）
．

　
こ
の
点
か
ら
し
て
、
我
々
は
次
の
如
く
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ク
ザ
ー

ヌ
ス
が
未
だ
公
会
議
主
義
擁
護
の
立
場
に
あ
り
な
が
ら
こ
の
様
に
ロ
ー
マ
教
皇

の
座
に
尊
敬
の
念
を
有
し
た
こ
と
は
、
彼
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
既
存
秩
序
を

根
底
か
ら
変
革
す
る
意
図
の
無
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ヲ
て
れ
と
共
に
、

こ
の
尊
敬
の
念
は
、
改
革
を
望
み
つ
つ
も
教
会
制
度
内
で
活
躍
す
る
後
の
彼
の

姿
勢
の
予
兆
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

〔
帝
国
の
概
念
〕
　
ク
ザ
ー
ヌ
ス
に
よ
れ
ば
、
皇
帝
権
の
源
泉
は
、
教
皇
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
〇
　
　
　
（
八
四
〇
）

認
可
或
い
は
戴
冠
に
あ
る
の
で
は
な
く
し
て
、
人
民
の
同
意
に
あ
る
。
そ
し
て

全
て
の
正
し
い
支
配
形
態
は
そ
の
臣
下
の
同
意
に
基
づ
か
ね
ぽ
な
ら
ぬ
と
す
る

ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
根
本
原
則
か
ら
、
彼
は
皇
帝
の
伝
統
的
な
全
世
界
的
支
配
権
を

認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
つ
た
。
そ
れ
故
、
皇
帝
の
命
令
権
は
帝
国
の
域
を

越
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
様
な
彼
の
帝
国
概
念
は
、
伝
統
的
な
キ
リ
ス

ト
教
帝
国
概
念
で
は
な
く
し
て
、
む
し
ろ
地
域
的
連
合
と
し
て
の
ド
イ
ッ
帝
国

概
念
で
あ
る
。
し
か
し
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
は
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
帝
国
概
念
を
完
全

に
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
（
一
三
四
頁
）
．
世
界
の
支
配
者
と
し
て
の
皇
帝
概

念
と
同
様
、
教
会
の
擁
護
者
（
鋒
ぎ
8
葺
ω
Φ
8
諒
幕
）
と
し
て
の
皇
帝
概
念
が

カ
ロ
リ
ン
グ
朝
以
来
、
中
世
の
人
々
の
心
情
に
深
く
根
ざ
し
て
い
た
が
、
ク
ザ

ー
ヌ
ス
は
こ
の
観
念
に
基
づ
き
、
皇
帝
の
支
配
権
を
地
域
的
な
ド
イ
ッ
帝
国
よ

り
広
範
囲
に
及
ぶ
も
の
と
し
た
．
皇
帝
は
、
そ
の
権
力
を
選
挙
を
通
じ
て
直
接

神
か
ら
授
与
さ
れ
、
彼
は
神
の
臣
下
、
キ
リ
ス
ト
の
代
理
で
あ
る
（
一
三
四
頁
）
。

そ
し
て
ク
ザ
ー
ヌ
ス
は
世
界
秩
序
の
定
義
に
お
い
て
、
ロ
ー
マ
教
皇
が
司
教
の

間
に
お
け
る
第
一
人
者
で
あ
る
の
と
同
様
、
皇
帝
は
国
王
の
間
に
お
け
る
第
一

人
者
で
あ
る
と
規
定
す
る
。

「
普
遍
的
一
致
」
第
三
巻
中
の
具
体
的
な
帝
国
改
童
案
に
お
い
て
、
彼
は
帝
国

（
酵
鴛
吋
旨
筥
○
窪
濤
三
2
旨
）
を
復
興
さ
せ
る
為
に
、
皇
帝
に
中
央
集
権
的
権
力

を
附
与
す
ろ
必
要
性
を
説
く
が
、
こ
れ
は
彼
の
政
治
思
想
の
一
端
を
示
す
も
の

で
あ
ろ
う
。

〔
教
会
と
国
家
の
関
係
〕
　
ク
ザ
！
ヌ
ス
は
「
普
遍
的
一
致
」
に
お
い
て
教
会

と
国
家
の
完
全
な
る
分
離
を
説
い
て
は
い
な
い
（
一
七
六
頁
）
。
彼
に
よ
れ
ば
、

皇
帝
の
称
号
は
現
世
的
事
項
に
お
い
て
疑
い
も
な
く
独
立
し
て
お
り
．
教
皇
は



皇
帝
に
対
し
て
優
越
権
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
観
点
に
よ
る
と
、
皇

帝
の
教
皇
に
対
す
る
階
層
的
従
属
は
存
在
し
な
い
。
ク
ザ
ー
ヌ
ス
は
、
教
会
と
国

家
の
関
係
に
関
す
る
教
皇
派
の
見
解
に
反
対
し
て
、
世
俗
権
威
の
独
立
と
自
律

性
を
主
張
し
た
。
教
皇
が
霊
的
事
項
に
お
い
て
皇
帝
の
父
で
あ
る
の
と
同
様
、

皇
帝
は
現
世
的
事
項
に
お
い
て
教
皇
の
父
な
の
で
あ
る
（
一
七
一
頁
）
。
し
か

し
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
に
よ
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
の
究
極
目
的
は
宗
教
的
な
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
故
、
世
俗
権
に
対
す
る
聖
権
の
本
質
的
優
越
性
が
認
め
ら
れ

る
．
又
一
方
、
普
遍
的
教
会
の
保
護
者
、
正
統
信
仰
の
守
護
者
で
あ
る
皇
帝
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
ら

必
要
時
に
は
教
会
事
項
に
介
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
七
六
頁
）
．
教
会
の
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
か
し
ら

な
る
教
皇
と
帝
国
の
頭
な
る
皇
帝
は
、
公
共
善
の
為
に
（
胃
。
ぎ
ぎ
窟
喜
8
）

互
に
働
か
ね
ば
な
ら
ず
、
各
自
は
自
ら
の
領
域
に
お
い
て
神
の
家
臣
、
神
の
代

　
　
　
　
　
い
つ

理
で
あ
る
。
一
な
る
信
者
の
統
治
に
お
い
て
、
教
皇
と
皇
帝
は
平
等
で
あ
り
且

つ
、
共
に
歩
む
べ
き
仲
間
な
の
で
あ
る
。

　
第
五
章
の
最
後
に
お
い
て
、
著
者
は
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
教
会
・
国
家
の
関
係

観
と
ソ
ル
ズ
ベ
リ
の
ジ
ョ
ン
の
有
機
体
思
想
と
の
関
連
に
言
及
し
、
そ
し
て

又
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
該
観
念
を
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
平
和
思
想
と
の
関
連
に
お

い
て
省
察
す
る
必
要
性
を
説
く
（
一
八
三
頁
）
。

　
著
老
の
評
価
に
よ
る
と
．
政
治
理
論
史
に
お
け
る
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
影
響
は
間

接
的
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
政
治
哲
学
者
と
し
て
の
彼
の
意
義
は
、
彼
が
後
世
に

与
え
た
影
響
で
の
み
評
価
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
む
し
ろ
彼
の
著
作
の
本
質
を
中

世
後
期
政
治
思
想
の
要
約
・
結
論
と
み
な
す
こ
と
に
よ
つ
て
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
正

し
い
評
価
が
得
ら
れ
る
。
著
者
の
こ
の
結
論
に
我
々
は
賛
同
し
た
い
。

　
こ
の
労
作
を
前
に
し
て
我
々
は
．
こ
れ
が
ク
ザ
ー
ヌ
ス
研
究
に
お
い
て
逸
す

　
　
　
紹
介
と
批
評

る
こ
と
の
で
ぎ
な
い
も
の
と
認
め
る
と
共
に
、
我
々
日
本
の
研
究
水
準
と
著
者

と
の
間
に
余
り
に
も
距
離
が
あ
る
こ
と
に
責
任
を
感
ず
る
の
で
あ
る
。
著
者
が

よ
り
一
層
、
ク
ザ
ー
ヌ
ス
の
思
想
的
全
体
像
に
迫
ら
れ
ん
こ
と
を
心
か
ら
期
待

し
て
こ
の
稿
を
終
り
た
い
。

　
同
じ
著
者
に
よ
る
論
考
を
参
考
ま
で
に
左
記
に
記
す
．

　
「
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ク
ザ
！
ヌ
ス
の
生
涯
と
そ
の
思
想
」
（
神
学
第
二
八
巻
・
一
一
五

　
頁
－
一
二
六
頁
）

　
「
ク
ザ
ー
ヌ
ス
五
百
年
祭
に
出
席
し
て
」
（
哲
学
研
究
第
四
三
巻
七
冊
・
八
九
頁
ー

　
九
七
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鷲
見
誠
剛
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
一
　
　
（
八
四
一
）


